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体育科学習指導案 

日 時 令和６年６月 26日(水) 

第５校時 13：25～14：10 

学校名 武蔵野市立桜野小学校 

対 象 第５学年１組 31 名 

会 場 体育館 

 

 

１ 単元名 器械運動 「マット運動」 

２ 単元の目標 

知識および技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

◯ マット運動の行い方を理解す

るとともに、回転系や巧技系の

基本的な技を安定して行った

り、その発展技を行ったり、そ

れらを繰り返したり組み合わせ

たりすることができるようにす

る。 

◯ 自己の能力に適した課

題の解決の仕方や技の組

み合わせ方を工夫すると

ともに、自己や仲間の考

えたことを他者に伝える

ことができるようにす

る。 

◯ マット運動に積極的に取り組

み、約束を守り助け合って運動

をしたり、仲間の考えや取組を

認めたり、場や器械・器具の安

全に気を配ったりすることがで

きるようにする。 

３ 単元の評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① マット運動の行い方について、

言ったり書いたりしている。 

② 自己の能力に適した回転系や 

巧技系の基本的な技を安定して

行ったり、その発展技を行った

りすることができる。 

③ 選んだ技を繰り返したり、組み

合わせたりすることができる。 

① 課題解決の仕方を知る 

 とともに、自分やグルー

プの課題に合った練習の

場や段階を選んでいる。 

② 課題の解決のために、 

 自己や仲間の考えたこと

を言ったり書いたりして

いる。 

① マット運動に積極的に取り組 

もうとしている。 

② 学習の仕方や約束を守り、仲 

間と助け合おうとしている。 

③ 仲間と互いの動きを見合った 

り話し合ったりする際に、仲間

の考えや取組を認めようとして

いる。 

④ 運動する場を整備したり、器 

械・器具の安全に気を配ったり

している。 

４ 指導観 

本単元は、小学校学習指導要領（平成 29 年３月告示）体育 第５学年及び第６学年Ｂ 器械運動 

(1)  次の運動の楽しさや喜びを味わい，その行い方を理解するとともに，その技を身に付ける

こと。 

ア マット運動では，回転系や巧技系の基本的な技を安定して行ったり，その発展技を行っ

たり，それらを繰り返したり組み合わせたりすること。 

(2)  自己の能力に適した課題の解決の仕方や技の組み合わせ方を工夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝えること。 

(3)  運動に積極的に取り組み，約束を守り助け合って運動をしたり，仲間の考えや取組を認め

たり，場や器械・器具の安全に気を配ったりすること。 

 を受けて設定した。また、小学校学習指導要領解説体育編(平成 29年７月)の内容を踏まえ、本単元

において児童に味わわせたい運動の特性を以下のようにまとめた。 
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(1) 単元観 

  ア 一般的特性 

＜機能的特性＞ 

・ 日常的な活動では味わうことのできない体を回転させたり、体を逆さにしたりする動きを

経験することで、非日常的な感覚を味わうことのできる運動である。 

・ 技を身に付けたり新しい技に挑戦したりするときに楽しさや喜びを味わうことのできる運

動である。 

・ これまでできなかった技ができるようになったり、より雄大で美しい動きができるように

なったりしたときに楽しさを味わうことのできる運動である。 

＜構造的特性＞ 

・ 運動の中から自己の能力に適した技に取り組んだり、その技がある程度できるようにした

りするとともに、同じ技を繰り返したり、技を組み合わせたりする運動である。 

・ 一人一人ができる技を組み合わせ、集団で調子を合わせて演技する活動を取り入れること

ができる運動である。 

＜効果的特性＞ 

・ ＩＣＴ機器を活用して自身の動きを見たり仲間と動きを見て気付いたことを伝え合ったり

することで課題を見付ける力や課題を解決する力を高めることのできる運動である。 

・ 学習した結果として器械運動に求められる柔軟性や筋力、調整力などの体力を高めること

のできる運動である。 

 

イ 児童から見た特性 

・ 新しい技に挑戦してできるようになったり、できるようになった技をさらに高めたりする

ことが楽しい運動である。 

・ 自己の能力に合っためあてをもち、仲間と励まし合い教え合いながら取り組むことができる

運動である。 

・ けがをしたり失敗したりすることで、恐怖心や苦手意識をもちやすい運動である。 

 

(2) 児童観 

ア 教師から見た実態 

５年生になってからこれまでの間に、体ほぐし運動、短距離走、リレー、ボール運動（ネット

型）に取り組んだ。どの運動に対しても楽しみながら意欲的に取り組む児童が多い。また、勝敗

を受け入れたり、積極的に準備片付けを行ったりするなど、体育学習の基本的な態度は身に付け

ている。一方で、どの領域の運動においても友達と一緒に楽しく運動に取り組んでいるが、お互

いにアドバイスし合ったり、よりよい作戦についてすすんで考えたりする姿は少ない。 

マット運動については、児童は中学年までに基本的な回転技や倒立技に取り組んできている。

しかし、自分が取り組みたい技を選んだり、友達と互いにアドバイスし合ったりした経験は少な

い。よって、本単元を通して、学習の行い方を自己決定するなどして自分で自分の学習をアレン

ジしたり、友達と関わり合いながら課題解決を行ったりすることの楽しさを味わわせていきた

い。 
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  イ 実態調査及び考察 

    調査方法：質問紙調査  調査対象：第５学年１組 30名  実施時期：令和６年５月 29日 

質問① 体育の学習は好きですか。 

     

 

とてもそう思う 16 人  

少しそう思う  12 人  

あまりそう思わない ２人  

全くそう思わない ０人 

 

 

 

質問② 器械運動「マット運動」は好きですか。 

     

 

とてもそう思う ６人  

少しそう思う  14 人  

あまりそう思わない ７人  

全くそう思わない ３人 

 

 

     

質問③ マット運動の学習で楽しいと感じるときはどんなときですか。（複数回答） 

質問④ マット運動の学習で楽しくないと感じるときはどんなときですか。（複数回答） 

6

8

11

14

15

17

0 5 10 15 20

友達と協力できないとき

やりたい技に取り組めないとき

技のやり方がわからないとき

技を行うのがこわいとき

技が上達しないとき

技ができるようにならないとき

4

6

9

9

15

22

0 5 10 15 20 25

技を発表するとき

友達に認められたとき

技のやり方がわかったとき

先生に認められたとき

技が上達したとき

できない技ができたとき
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ウ 考察 
質問①の結果より、28人(93％)の児童が体育の学習に意欲的であることが分かった。一方、

質問②の結果より、マット運動の学習に意欲的な児童は 20人(67%)にとどまることが分かっ

た。体育の学習には意欲的だがマット運動の学習には意欲的ではない児童が少なくないことが

明らかになった。 

質問③の結果より、マット運動に肯定的な理由として「技ができるようになったとき」や

「技が上達したとき」と回答した児童が多かった。反対に、質問④の結果より、マット運動に

否定的な理由として「技ができるようにならないとき」や「技が上達しないとき」と回答した

児童が多かった。自分の技能が向上したときに楽しさを感じるが、そうでない場合は楽しさを

感じにくいということが明らかになった。 

上記の結果を踏まえ、本単元では、一人一人のマット運動の技能を向上させ、技が成功した

り上達したりする達成感を児童に味わわせることを目指していく。しかし、少ない時間の中

で、すべての児童が新しい技を習得し自分の技能の向上を実感するのは難しい。そのため、仲

間と協力して学習する楽しさ、技の習得に向けて試行錯誤する課題解決の楽しさ、学習の進め

方を自己決定する楽しさなど、技能の向上以外のマット運動の楽しさも見出させたいと考え

る。 

 

(3)  教材観 

マット運動は、技ができたときに達成感や喜びを味わったり、技ができるようになる過程で楽

しさを味わったりすることができる運動である。一方で、技ができたか、できなかったかによっ

て学習への意欲や満足感が左右されやすい運動でもある。 

本単元では、児童の実態を踏まえ、自己の能力に適した課題を見付け、課題解決の喜びや達成

感を味わうことができるようにする。加えて、課題解決の過程で仲間と協力したり、自分の学習

を自分でアレンジしたりする楽しさを味わうことができるようにする。 

また、安全面に配慮するとともに、児童同士がよりよい関わり合いを通して、主体的にマット

運動の学習に取り組んでいける指導を目指す。 

 

５ 年間指導計画における位置付け                ※網掛けは器械運動系領域。 

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10 月 

陸上運動④ 

（ 短 距 離 走 ） 

陸上運動④ 

（リレー） 
水泳運動④ 水泳運動④ 

陸上運動⑥ 

（ハードル走） 

器械運動④ 

（鉄棒運動） 

体つくり運動④ 

（体ほぐし） 

ボール運動⑤ 

（ネット型） 

器械運動④ 

（マット運動） 

器械運動② 

（マット運動） 

体つくり運動③ 

（体の動きを高める） 

表現運動⑥ 

（表現・フォークダンス） 

 

11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

計 90 

陸上運動④ 

（走り幅跳び） 

ボール運動⑥ 

（ベースボール型） 

ボール運動② 

（ゴール型） 

ボール運動⑥ 

（ゴール型） 

ボール運動② 

（ゴール型） 

器械運動② 

（跳び箱運動） 

器械運動④ 

（跳び箱運動） 

体つくり運動② 

（体の動きを高める） 

体つくり運動② 

（体の動きを高める） 

保健② 

（けがの予防） 

保健② 

（病気の予防） 

保健② 

（心の健康） 

保健② 

（心の健康） 
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６ 単元の指導計画と評価計画（６時間扱い） 

時間 １ ２ ３ 

めあて 
学習の進め方を知り、見

通しをもとう。 
課題解決の仕方を工夫して、技に挑戦しよう。 

学
習
の
流
れ 

１ 集合、挨拶 

 

２ オリエンテーション 

・ 単元の目標 

・ 学習の進め方 

・ 学習の約束 

・ 場の準備の仕方 

 

３ 学習の見通しをもつ 

 

４ 場の準備 

 

５ 準備運動、 

感覚つくり運動 

 

６ セレクトタイム 

・回転系や巧技系の基本的

な技の行い方とポイント

を知る。 

・今もっている力でできる

技、できない技を確かめ

る。 

 

７ 整理運動 

 

８ 場の片付け 

 

９ 振り返り 

・マット発表会の仮の演

技構成や今後挑戦した

い技を決める。 

 

10 集合、健康観察、挨拶  

１ 集合、挨拶  

 

 

２ めあての確認  

 

 

３ 場の準備 

 

 

４ 準備運動、感覚つくり運動 

 

 

５ セレクトタイム 

 

・ 計画表に沿って練習に取り組む。 

 

・ 自己の能力に適した技を選んで取り組む。 

 

・ 同じ技に取り組む児童同士で互いの動きを見合う。 

 

・ 動画撮影を行い、お手本動画と比較する。 

 

・ 時間を確認して、適宜、場を変えて活動を行う。 

 

 

６ 整理運動 

 

 

７ 場の片付け 

 

 

８ 振り返り 

 

 

９ 集合、健康観察、挨拶 

評
価
規
準
䥹
評
価
方
法
䥺 

ア  ①(観察・学習カード)  

イ   ①(観察・学習カード) 

ウ ③(観察) ②(観察)  
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時間 ４（本時） ５ ６ 

めあて 
課題解決の仕方を工夫して技に挑戦したり、技の組み合

わせ方を工夫したりしよう。 

発表会を通じて、自己の伸

びを感じよう。 

学
習
の
流
れ 

１ 集合、挨拶  

 

 

２ めあての確認  

 

 

３ 場の準備 

 

 

４ 準備運動、感覚つくり運動 

 

 

５ セレクトタイム 

・ 計画表に沿って練習に取り組む。 

 

・ 自己の能力に適した技を選んで取り組む。 

 

・ 同じ技に取り組む児童同士で互いの動きを見合

う。 

 

・ 動画撮影を行い、お手本動画と比較する。 

 

・ 時間を確認して、適宜、場を変えて活動を行う。 

 

 

６ 整理運動 

 

 

７ 場の片付け 

 

 

８ 振り返り 

 

 

９ 集合、健康観察、挨拶  

１ 集合、挨拶  

 

 

２ めあての確認  

 

 

３ 場の準備 

 

 

４ 準備運動、 

感覚つくり運動 

 

５ マット運動発表会 

・発表する技の練習に取り組

む。 

・マット運動発表会を行う 

※学級を３グループに分け、

３か所で同時に行う。 

 

 

６ 単元の振り返り 

 

 

７ 整理運動 

 

 

８ 場の片付け 

 

 

９ 集合、健康観察、挨拶 

評
価
規
準
䥹
評
価
方
法
䥺 

ア  ②(観察・学習カード) ③(観察) 

イ ②(観察・学習カード)   

ウ ④(観察・学習カード) ①(観察・学習カード)  
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７ 指導に当たって 

(1)  児童が学習方法を自分なりにアレンジして学習の個性化を図るための工夫 

  ア 児童がつくる学習過程 

本単元の第 2 時から第 5 時の大部分を占めるセレクトタイムを設定した。セレクトタイムで

は、児童が取り組む技、練習方法、活動の時間配分を自己決定する。活動計画を立てることで

学習への目的意識や課題意識が高まり、児童がより主体的に学習に取り組むことができると考

えた。活動計画を立てる際には、発表会の演技構成から逆算し、何をどの程度取り組むべきか

を児童が考えられるように言葉掛けを行っていく。 

 

イ 学習カードの工夫 

学習カードにセレクトタイムの活動計画を記入する欄を設けて、毎時間、計画の評価・修正を

図る。また、活動計画を立てることが難しい児童への配慮として、学習カードにマット運動発表

会での演技構成モデルとセレクトタイムの活動事例を示す。さらに、発表会の演技構成は４つの

技の組み合わせを基本とし、児童が構成を考えやすいようする。 

 

(2) 児童ができる楽しさや喜びを味わい主体的に学習に取り組むための工夫 

ア ＩＣＴ機器の活用 

セレクトタイムで児童が活動するそれぞれの場に、その場で取り組む技のお手本動画を繰り

返し再生するタブレットＰＣを設置する。児童は技を行う直前に技のポイントを確認したり、

撮影した自分の動きとお手本動画を即座に比較したりできる。十分に動画資料を活用できてい

ない児童に対しては、動画資料を活用している他の児童の学び方を紹介し、より多くの児童が

効果的な練習ができるように促していく。また、単元前半では学習の成果を報告する動画を必

ず撮影することとし、児童が動画を活用した学習のよさに気が付けるようにする。 

 

  イ 児童に示す技のポイントの精選 

    本学級の児童にとって、多くの情報から必要な情報を取り出し有効に活用するのは難しい。

そのため、各技の技能ポイントを３つに精選した。情報を少なくすることで、自分が何を意識

して技の練習に取り組むのか、仲間の動きのどこを見ればよいのかが焦点化されると考えた。 

 

(3) 児童が仲間とともに課題解決を行い、協働的な学習を行うための工夫 

  ア 児童が学び方を習得するための教師の言葉掛け 

セレクトタイムでは同じ技に取り組む児童が同じ場所で練習に取り組むようにした。それによ

り、技のポイントや課題意識が共有され、仲間の課題に気付いたりアドバイスしたりしやすいと

考えた。加えて単元前半には、「横から見ると技のポイントが分かりやすいよ。」「見てほしいポイ

ントを友達に伝えよう。」など、児童同士の学び方を指導する教師の言葉掛けを意図的に行うこ

とで、協働的な課題解決を促していく。 

 

  イ 仲間の学習への貢献度を振り返る 

    学習カードに毎時間、「仲間の学習への貢献度」を記入する欄を設ける。それにより、動画を撮

影する、技能ポイントを押さえた動きになっているかアドバイスをするなど、仲間の学習に貢献

しようとする意識を高め、協働的な学習を促していく。 

 

  ウ 学級全体の学び合いを促すミニ先生ボード 

    技の系統表にその技を習得した児童の名前を表示する。同じ場で活動する児童だけでは課題解

決に行き詰まった際、ミニ先生ボードに示された児童にアドバイスを求められるようにする。 



8 

 

８ 本時(全６時間中の第４時) 
(1) 本時の目標 

課題の解決のために、自己や仲間の考えたことを言ったり書いたりできるようにする。【思考力、

判断力、表現力等】 

運動する場を整備したり、器械・器具の安全に気を配ったりできるようにする。【学びに向かう

力、人間性等】 

(2) 本時の展開 

時間 学習内容・学習活動 ○ 指導上の留意点・配慮事項 評価規準(評価方法) 

 

導

入 

12

分 

１ 集合、挨拶 

 

２ めあての確認 

 

 

 

３ 場の準備 

 

４ 準備運動、感覚つくり運動 
ゆりかご（大きなゆりかご） 
→ 背支持倒立（首倒立） 
→ 腕立て横跳び越し 
→ かえるの足打ち 
→ かえるの逆立ち 

 

 

 

○ 本時の学習内容を把握できるよう

に掲示物を用意する。 

 

 

○ マットを運ぶときの安全を促し、

役割分担して運ぶように指示する。 

○ けがの防止のためにも、よく使用

する部位を十分にほぐすためのスト

レッチを行う。 

○ マット運動全てにつながる感覚を

身に付ける運動を取り上げる。 

 

 

 

 

 

ウ－④（観察 

 

 

展

開 

25

分 

５ セレクトタイム 

・ 計画表に沿って練習に取り

組む。 

・ 動画資料を活用し回転系や

巧技系の技の行い方とポイン

トを知る。 

・ 自己の能力に適した技を選

んで取り組む。 

・ 自己の課題に応じた場を選

び、課題解決に取り組む。 

 

○ 学習資料に技のポイントを示し、

互いにアドバイスができるようにす

る。 

○ 助け合いながら課題を見付けてい 

るグループを称賛し、全体に広める。

○ 自己の課題を見付け、めあてを意

識して取り組むことができるように

言葉掛けする。 

○ 補助の仕方を示す。 

○ 互いに見合い、技の出来栄えを伝

え合うように言葉掛けする。 

イ－③(観察) 

 

ま

と

め 

8

分 

６ 整理運動 

７ 場の片付け 

８ 振り返り 

 

 

 

９ 集合、健康観察、挨拶 

○ 安全に気を付けるよう助言する。 

○ 本時の学習計画が適切であったか

振り返り、次時の学習計画へ反映さ

せる。 

〇必要に応じて発表会の演技構成を修

正し、次時に取り組むべき技を考え

させる。 

ウ－④（観察） 

 

 

イ－③(学習カード) 
 

(3) 授業観察の視点 

○ 学習の個性化を図る上で、児童が学習方法をアレンジするセレクトタイムの設定と内容は有効であっ

たか。 

○ 児童ができる楽しさや喜びを味わうために動画資料等のＩＣＴ機器の活用は有効であったか。 

※ 参考文献  

「小学校学習指導要領解説 体育編」文部科学省(平成 29 年７月) 

「学校体育実技指導資料 第 10 集 器械運動の指導の手引き」(平成 27 年３月) 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料【小学校 体育】」(令和２年３月) 

課題解決の仕方を工夫して技に挑戦したり、技の組み合わせ方を工夫したりしよう。 


